
【主題名】

4 1 ともに D-(19)生命の尊さ A-(4)希望と勇気，克 C-(12)社会参画，公 C-(16)郷土の伝統と 避難訓練道徳的
価値・
判断力

自分らしく自分のやり方に自信をもっ
て根気強く取り組んでいくことで困難
や失敗を乗り越えられることがわか
る

道徳的
心情

自分に合ったやり方を見いだし，困
難や失敗を乗り越えようとする姿に
心が動く

道徳的
実践意
欲や態
度

部活動や学習において，自分なりに
工夫をしながら根気強く取り組むこと
で失敗や困難を乗り越えようとする

相互に関連を図りながら指
導したい行事

相互に関連を図りながら指
導したい教科とその内容

月
関連してくる
内容項目

中心となる
内容項目

関連してくる
内容項目

関連してくる
内容項目

目標（指導のねらい）

ともにの前で震災時の話や復興までの歩みをについて聞く学習を通して，本校が被災校であると
数学：資料の活用
保健体育：陸上競
技

オリンピック7 3

時
教材名

D-(22)より
よく生きる
喜び

【さらなる高みを目指
して】

１　全てがリオでかみ
合った

自己理解を深め，自分
に合った方法を見いだ
し，そうすると決めたこ
とに根気強く取り組む
ことで困難を乗り越え
ようとする。

A-(4)希望
と勇気，克
己と強い意
志

A-(3)向上
心，個性の
伸長

主体的な学びの実現に向けた道徳科のカリキュラム・マネジメント 

～道徳教育推進教師としての教材開発，授業づくり～ 

19077   真壁さやか 

キーワード カリキュラム・デザイン 学びのプラン 振り返りカード 自作教材 
 

Ⅰ 概要 

 昨年度，教職員を対象に行った聞き取り調査，教職員と生徒を対象に行った道徳性に関する実態調査から，所属

校の生徒に関して４つの課題があることが明らかになった。それらの課題を所属校の生徒に「大切にしてほしい

心」として示すともに，重点指導内容項目（以下，重点項目）を設定してカリキュラムを編成した。所属校では研

究テーマを「能動的に学習に取り組む生徒の育成」，副題を「“主体的・対話的で深い学び”を取り入れた授業づく

りを通して」として昨年度までの３年間研究に取り組んだが，主体的な学びの実現で課題が残った。また，調査で

明らかになった４つの課題の根底には，何事にも受動的であるという課題があるものと考え，道徳教育推進教師と

して，主体的な学びの実現と主体的に物事に取り組める生徒の育成を目指して道徳科のマネジメントを行った。 

 

Ⅱ 研究の結果 

 １．道徳科のカリキュラム・デザインの作成 

教職員を対象に行ったヒアリング調査，教職員と生徒を対象に行った道徳性に関する実態調査から，所属校

の生徒に関して４つの課題があることが明らかになった。そこで，カリキュラム・デザインを作成するにあたっ

て，教職員があげた４つの課題と生徒の思い，関連する内容項目，関連する所属校の行事等を整理した（表１）

ところ，４つの課題は，学習指導要領の内容項目に照らし合わせると，特に６つの内容項目と関連が深いことを

見いだすことができた。内容項目に関して,小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説特別の教科道徳編では,1

つの内容項目だけが単独に作用することはほとんどなく,内容項目を中心として,幾つかの内容項目が関連し合

っているとされている。このことから，通常２～３項目に設定している学校が多いが，所属校においては，この

６つを重点項目に設定し，重点的に指導していくことで課題解決を目指すことになった。昨年度までも重点項

目は設定され年間 35 時間の中で複数回扱ってはいたが，道徳科が学校教育活動全体を通じて行う道徳教育の要

としての機能を果たしていなかった。また，ヒアリング調査で多くの教職員が課題解決の為には「生徒主体で取

り組む学級活動の時間確保や行事の設定が必要」とあげていたことを受けて，行事や特別活動，総合的な学習の

時間（以下，行事等）での学びと道徳科の学びをつなげることが可能になるように教材を配列するとともに，６

つの重点項目に関連する教材の検討を行った。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラムは，年間指導計画,別葉,重点指導項目に関わる道徳科と各領域におけるねらいの整理の３点を示

した。新宮（2019）が，いくつかの内容項目が関係し合い,人間のよさ(道徳的価値)をつくっていることから,いく

つかの内容項目を構造的に関連づけてねらいを立てること,また，道徳的価値の理解や判断力の拡充をする学習を

重ねるに従い道徳的心情が高まり,道徳的実践意欲や態度が育っていくことから,この三者を構造的に関係づけた

目標と３つの具体的なねらいを設定する必要があると述べていることを受け，年間指導計画に重点項目に関わる

教材の具体的なねらいを示した（表２）。また，別葉（表３）は教員が道徳科と行事等の指導を関連付けて指導す

る上で見通しをもつことをねらいとして作成した。しかし，道徳教育を進める上で，別葉のみでは行事等における

指導との系統性が不明確であることから，「重点項目に関わる道徳科と行事等における指導のねらいの整理」を作

成した。その概要を，作成したものを一部抜粋して改変し図１に示した。 

 

 

 

 

  

 

表２ 令和２年度１学年 道徳科年間指導計画（一部抜粋） 

表１ 教職員があげた４つの課題と生徒の思い，関連のある内容項目，関連する所属校の行事の整理 
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表２ 令和２年度１学年 道徳科年間指導計画（一部抜粋） 

表１ 教職員があげた４つの課題と生徒の思い，関連のある内容項目，関連する所属校の行事の整理 

図１ 令和２年度１学年 重点項目に関わる道徳科と行事等における指導のねらいの整理（一部抜粋，改変） 

 

・授業に一生懸命に取り組み，自分の気持ちと向き合っていきたいです。その場の行動を考えて困っている人がいたら優し

く相談にのり，思いやることのできる人になれるように今から頑張っていきたいです。 

・人の心を大事にすることの大切さを改めて感じました。 

・これからの道徳では，自分の気持ちと向き合い，クラスの皆と考えを深め合えたらいいと思いました。 

 

  

 

 

 

  

  

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．道徳科における学びの見通しと振り返り 

（１）道徳科オリエンテーション授業の提案と学びのプラン 

道徳科における主体的な学びの実現に向けて，以下のア～ウの３点をねらいとした道徳科オリエンテーシ

ョン授業を提案し全学級で実施した（授業デザインは【資料１】として示した）。 

ア．道徳科の学習の意義を考えさせる。 

イ．自分自身（自分達）の課題を把握させ，今後の学習に見通しをもたせる。 

ウ．道徳科の学び方について理解させる。 

授業後の道徳ノートには以下のような記述があり，これからの道徳科の学習に対する前向きな姿勢が見ら

れた。 

 

 

 

 

中教審答申(Ｈ28.12)の「主体的・対話的で深い学び」の具体的な内容を受け，髙木（2019）は，子どもた

ちが学びに興味や関心をもち，学んでいることを次の学びへつなげるために，子どもたちに見通しをもたせ

表３ 令和２年度１学年 道徳科別葉  

＊黄 6月 7月・8月(夏休み前) 8月(夏休み後)・9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

教材名

と も に・ 授業開き(見え
ない根)

11「 短文投稿サイ ト に
友達の悪口を書く と 」

4「 自分の性格が大嫌
い！」

12「 いのち っ て何だろ
う 」
( 2月から 移動）

6「 傍観者でいいの
か」

18「 ごみ箱をも っ と 増
やし て」

玉浦白菜 木箱の中の鉛筆たち 29「 桜に集う 人の思
い」

内容
項目

多項目 B-(8) 友情，信頼 A-(3) 向上心，個性の
伸長

D-(19) 生命の尊さ A-(1) 自主，自律，自
由と責任

C-(10) 遵法精神，公徳
心

C-(16) 郷土の伝統と文
化の尊重，郷土を愛す
る態度

A-(4)希望と勇気，克己
と強い意志

D-(20) 自然愛護

教材名

ト マ ト と メ ロ ン 町内会デビ ュー 20｢席替え｣ 25｢全校一を目指し て｣ 6「 ふたつの心」 17「 銀色のシャープペ
ンシル」
（ 11月から 移動）

10「 新し いプラ イ ド 」 富士山を誇る
（ 12月から 移動）

24｢火の島｣

内容
項目

A—(3)向上心，個性の尊
重

C-(12) 社会参画，公共
の精神

C-(11) 公正，公平，社
会正義

C-(15) よりよい学校生
活，集団生活の充実

＊複数内容項目 D-(22) よりよく生きる
喜び

C-(13) 勤労 A-(1)自主，自律，自由
と責任

D-(21) 感動，畏敬の念

教材名

2｢朝市の『 おはよ う ご
ざいます』 ｣

16｢本が泣いています｣ 9｢山に来る資格がな
い｣

21「 その人が本当に望
んでいる こ と 」

14｢母はおし いれ｣ 言葉の壁は日本舞踊で
乗り 越えた

13｢決断! 　 骨髄バンク
移植第一号｣

19「 『 ど う せ無理』 と
いう 言葉に負けない」

内容
項目

 B-(7) 礼儀 C-(12) 社会参画，公共
の精神

A-(2) 節度，節制 B-(6) 思いやり，感謝 C-(14) 家族愛，家庭生
活の充実

C-(17) 我が国の伝統と
文化の尊重，国を愛す
る態度

D-(19) 生命の尊さ A-(5) 真理の探究，創
造

教材名

1「 全てがリ オでかみ
合った」

28「 落語が教えてく れ
る こ と 」

21｢思いやり の日々｣ も のづく り 26｢日本から 来たおば
さ ん｣

内容
項目

A-(4) 希望と勇気，克
己と強い意志

B-(9) 相互理解，寛容 B-(6) 思いやり，感謝 A-(5) 真理の探究，創
造

C-(18) 国際理解，国際
貢献

教材名

私のルール我が家の約
束事

3｢選手に選ばれて｣

内容

項目

A-(1) 自主，自律，自
由と責任

C-(10) 遵法精神，公徳
心

入学式 (多項目)
いわぬま健幸運動A-(1)(2)
身体測定 A-(2)
部活動ミーティングA-
(1)(3)(4)B-(9)C-(10)(15)
避難経路の確認A-(2)
ショ‐ト訓練A-(1)(2)D-(19)

引き渡し訓練，地区生徒会
A-(1)(2)C-(12)(14)(16)D-(19)
期末考査A-(3)(4)C-(10)
終業式(多項目)

始業式(多項目)
防災学習【総合】A－(1)(2)C-
(12)D-(19)

福祉体験学習会A-(1)B-
(6)(9)C-(12)(14)
立会演説会，役員選挙B-
(9)C-(10)(11)(12)(15)

期末考査A-(3)(4)C-(10)
Jアラ‐ト訓練A-(2)D-(19)
福祉講演会A-(1)B-(6)(9)C-
(12)(14)
避難訓練A-(1)(2)D-(19)
教育相談 A-(3)D-(22)

筝授業【音楽】
終業式(多項目)

始業式(多項目) 私立入試A-(4) C-(10 )
期末考査A-(3)(4)C-(10)
ワックスがけA-(1)(2)B-
(6)(8)C-(13)
3年生を送る会B-(6)(7)

追悼式C-(16)D-(19)
卒業式 B-(6)(7)(8)
離任式 B-(6)

各種委員会，係の決定C-
(15)
新年度，1学期の目標の設定
A-(4)D-(22)
学級目標の設定)A-(2)Bすべ
てC-(10)～(15)
生徒会総会 A-(1) C-(15)

期末考査に向けてA-(3)(4)
1学期の反省A-(3)D-(22)
夏休み，教育相談に向けて
A-(2)(3)(4)C-(10)(12)(14)D-
(19)
学期末清掃A-(2)B-(6)

2学期の目標設定A-(4)D-
(22)
2学期の生活について(他項
目)
防災宿泊学習に向けて【総
合】A－(1)(2)C-(12)D-(19)

期末考査に向けてA-(3)(4)
各種委員会の決定C-(15)

いじめ防止強化月間A-(1)B-
(6)(9)C-(15)D-(19)

2学期の反省A-
(+K11+J5:M15+J2:M15+J1:M
15+K11+J5:M15+J2:M15+J4:
M15+J5:M15+J4:M15

新年，3学期の目標設定A-
(4)D-(22)
3学期の生活について(他項
目)
3年生を送る会の準備A-
(1)(5)B-(6)(7)
期末考査に向けてA-(3)(4)

3学期の反省A-(3)D-(22) 春休みに向けてA-
(2)(3)(4)C-(10)(12)(14)(19)
卒業式練習B-(7)
卒業式準備A-(1)B-(6)

学級活動

総合的な学習
の時間

(詳細は重点指導項目整理の表を参照)

その他 各種委員会A-(1)(5)C-(12)(13)(15)(18)D-(20)      実力テストA-3)(4)   表彰集会A-(3)B-(9)   壮行式A-(4)D-(9)C-(15)

学校行事

教科他/月

道　　徳
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～以降は３学年とも共通の指導過程～ 

イ．自分自身（自分達）の課題を把握させ，今後の学習に見通しをもたせる。 

たり，振り返りを行わせたりして，身に付いたことをメタ認知させることの重要性を述べている。そこで，ね

らいのイ．に関して，「学びのプラン」（髙木 2019）（図２）を作成し，表１で示した４つの課題を所属校の生

徒に「大切にしてほしい心」として示し，さらに「自分が今，育てたい心」を記入させ，どの内容項目，教材

によってそれらの心を育てていくのか見通しをもたせた。また，重点項目に関わる教材については，「振り返

りカード」を使用して振り返りをさせた。 

 
【資料１】道徳科オリエンテーション授業デザイン 

 

 相田みつを「見えない根」を活用した授業（１・２年で実施）       ＡＩと人間（３年で実施） 

時間 学習の流れ・発問・生徒の反応 指導の留意点 学習の流れ・発問・生徒の反応 指導の留意点 

導入  

 

（１）道徳科の授業についてどの

程度知っているか確認する。 

発問：道徳の時間は，どういう時間

ですか。 

・自分の心を知る   

・生き方を考える 

・人との関わり方を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）AI について知ってい

ることをあげる。 

発問：AI とは何ですか。ど

んなところに使用されて

いるか知っていますか。 

・人口の知能  ・運転 

・スマホの SIRI 等 ・医療 

 

 

・知らない生徒もい

ることが予想される

ので，パワポを使っ

て AI ができること

について情報を与え

理解させる。 

展開 （２）相田みつを「見えない根」を

読み，道徳の時間の目標を知

る。 

「根は土の中にあって見えない

部分なので，人間の体でいうと

心にあたりますね（根は人間の

体でいうとどの部分にあたると

思いますか）」 

発問：心を育てるとどんな人（生き

方）になれる（ができる）と思いま

すか。 

考えられない生徒には・・植物は根

が立派だとどんな風に育ちます

か？ 

・相手のことを考えられる人にな

る。 

・充実した生活になる。 

・社会で生きぬくことができる。 

・温かい人になれる。 

 

・詩を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

相田みつを「見えない

根」（相田，1994，p.8） 

 

・道徳の時間は，よりよ

く生きるために，心を育

てる（心を豊かにする）

時間であることを伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）AI には不可能な仕事

から，人間らしさにつ

いて考える。 

発問：AI にはやれない仕事

として保育士，社長，マッ

サージ師等があげられま

す。どうしてこれに代わる

AI は不可能なのでしょう。 

・変化に気づくことができ

ない 

・気持ちを考えることがで

きない 

・誰かと協力できない  

・新しいものを作れない  

・好みを理解できない  

・柔軟な対応ができない 

補発：AI にはもつことがで

きない人間だけがもって

いるものはどんなものだ

ろう。 

・感情  ・気持ち   

・柔軟性 ・夢   

・希望  ・他者理解 

・AI についての理解

が低い場合は，職業

を１つずつ提示し考

えさせる。 

・人間にしかできな

いことがあることを

確認する。 

 

・いずれも「心」と

関係がある。道徳の

時間の目標がより人

間としてよりよく生

きるために，心を育

てる（心を豊かにす

る）時間であること

を伝える。 

学習の流れ・発問・生徒の反応 指導の留意点 

 

 

（３）学びのプランを確認する。道徳の時間の約束事を確認

し，教材や級友の考えと対話しながら，自分の心と向き

合い，心を育てていくことを知る。 

発問：自分が特に育てたい心を書き込み，関係のある内容項目

にチェックをいれましょう。 

 

 

（４）ノート作りについて知る。 

（５）振り返りカードの書き方や活用について知る。 

 

 

・教師が示したものと全く同じだという場合もそ

れ以外何か１つ書かせる。 

・プランの右にある教材を確認させる。 

 

 

 

 

・対話をするために，道徳の時間の約束事が必要

であることを指導する。 

・振り返りシートを配布，説明し，台紙作成させ

る。 

終末 （６）これからの道徳の授業に対する思いをノートに書く。 

発問：これからの道徳の授業に対する心がまえをかきましょ

う。 

・学びのプラン等をノートに貼付させる。 

ア．道徳科の学習の意義を考えさせる。 

ウ．道徳科の学び方について理解させる。 
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～以降は３学年とも共通の指導過程～ 

イ．自分自身（自分達）の課題を把握させ，今後の学習に見通しをもたせる。 

たり，振り返りを行わせたりして，身に付いたことをメタ認知させることの重要性を述べている。そこで，ね

らいのイ．に関して，「学びのプラン」（髙木 2019）（図２）を作成し，表１で示した４つの課題を所属校の生

徒に「大切にしてほしい心」として示し，さらに「自分が今，育てたい心」を記入させ，どの内容項目，教材

によってそれらの心を育てていくのか見通しをもたせた。また，重点項目に関わる教材については，「振り返

りカード」を使用して振り返りをさせた。 

 
【資料１】道徳科オリエンテーション授業デザイン 

 

 相田みつを「見えない根」を活用した授業（１・２年で実施）       ＡＩと人間（３年で実施） 

時間 学習の流れ・発問・生徒の反応 指導の留意点 学習の流れ・発問・生徒の反応 指導の留意点 

導入  

 

（１）道徳科の授業についてどの

程度知っているか確認する。 

発問：道徳の時間は，どういう時間

ですか。 

・自分の心を知る   

・生き方を考える 

・人との関わり方を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）AI について知ってい

ることをあげる。 

発問：AI とは何ですか。ど

んなところに使用されて

いるか知っていますか。 

・人口の知能  ・運転 

・スマホの SIRI 等 ・医療 

 

 

・知らない生徒もい

ることが予想される

ので，パワポを使っ

て AI ができること

について情報を与え

理解させる。 

展開 （２）相田みつを「見えない根」を

読み，道徳の時間の目標を知

る。 

「根は土の中にあって見えない

部分なので，人間の体でいうと

心にあたりますね（根は人間の

体でいうとどの部分にあたると

思いますか）」 

発問：心を育てるとどんな人（生き

方）になれる（ができる）と思いま

すか。 

考えられない生徒には・・植物は根

が立派だとどんな風に育ちます

か？ 

・相手のことを考えられる人にな

る。 

・充実した生活になる。 

・社会で生きぬくことができる。 

・温かい人になれる。 

 

・詩を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

相田みつを「見えない

根」（相田，1994，p.8） 

 

・道徳の時間は，よりよ

く生きるために，心を育

てる（心を豊かにする）

時間であることを伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）AI には不可能な仕事

から，人間らしさにつ

いて考える。 

発問：AI にはやれない仕事

として保育士，社長，マッ

サージ師等があげられま

す。どうしてこれに代わる

AI は不可能なのでしょう。 

・変化に気づくことができ

ない 

・気持ちを考えることがで

きない 

・誰かと協力できない  

・新しいものを作れない  

・好みを理解できない  

・柔軟な対応ができない 

補発：AI にはもつことがで

きない人間だけがもって

いるものはどんなものだ

ろう。 

・感情  ・気持ち   

・柔軟性 ・夢   

・希望  ・他者理解 

・AI についての理解

が低い場合は，職業

を１つずつ提示し考

えさせる。 

・人間にしかできな

いことがあることを

確認する。 

 

・いずれも「心」と

関係がある。道徳の

時間の目標がより人

間としてよりよく生

きるために，心を育

てる（心を豊かにす

る）時間であること

を伝える。 

学習の流れ・発問・生徒の反応 指導の留意点 

 

 

（３）学びのプランを確認する。道徳の時間の約束事を確認

し，教材や級友の考えと対話しながら，自分の心と向き

合い，心を育てていくことを知る。 

発問：自分が特に育てたい心を書き込み，関係のある内容項目

にチェックをいれましょう。 

 

 

（４）ノート作りについて知る。 

（５）振り返りカードの書き方や活用について知る。 

 

 

・教師が示したものと全く同じだという場合もそ

れ以外何か１つ書かせる。 

・プランの右にある教材を確認させる。 

 

 

 

 

・対話をするために，道徳の時間の約束事が必要

であることを指導する。 

・振り返りシートを配布，説明し，台紙作成させ

る。 

終末 （６）これからの道徳の授業に対する思いをノートに書く。 

発問：これからの道徳の授業に対する心がまえをかきましょ

う。 

・学びのプラン等をノートに貼付させる。 

ア．道徳科の学習の意義を考えさせる。 

ウ．道徳科の学び方について理解させる。 

花
を
支
え
る
枝 

枝
を
支
え
る
根 

幹
を
支
え
る
根 

根
は
み
え
ね
ん 

だ
な
あ 

 
 

 
 

 

み
つ
を 

 

図２ 令和２年度１学年 学びのプラン（自分が一番育てたい心は，実際にある生徒が記入したものを示している） 

 

 

図３ 振り返りカード 

 

６つの重点項目が「大切

にしてほしい心」のどれ

と関連があるかをマーク

の色で示した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）道徳ノートと振り返りカード 

加藤（2019）は道徳ノートが，学びを自分のものとしたり，学びを深めつなげたりする役割があるとして

いる。所属校ではこれまで全学級でワークシートを用いて指導していたが，教師が事前に発問を決め，発問

ごとに欄が設けられたワークシートを用いた指導をしていたことが，生徒の主体的な学びを阻害する要因の

1 つになっていたのではないかと考え，主体的な学びの実現に向けて道徳ノートの使用を提案した。1 学年で

は，授業後の振り返りを授業の終末に書かせるのではなく，授業中に自分や級友の考えを書き込んだ左ペー

ジを見ながら，家庭でじっくり書かせることにした。また，担当学級においては，学期ごとにノートを見直

して自分の考えを追記させたり，家族と話し合って考えを書かせたりする機会を設けた。 

さらに，生徒自身が「大切にしてほしい心」の成長を感じ，自らの学習を調整するとともに，教師が指導

改善を図っていくことをねらいとして「振り返りカード」（図３）を提案した。昨年度まで行事等の振り返り

をさせたワークシートを担任が保管する，もしくはポートフォリオとして蓄積させるのみで充分に指導に活

用できていなかったこともあり，今年度はカリキュラム作成時に，重点項目に関連する教材を行事等と関連

付けて配列していたことから，道徳科で扱った題材と行事等での学びを合わせて振り返らせるよう改善した。 

生徒が道徳科で教材を基に考え，授業後にノートに記述した振り返り，関連する行事等での学びと合わせ

て「振り返りカード」に記述した振り返り及び学期の終わりにノートに追記した内容を整理すると，道徳科

の授業後も題材について考え続けていることがうかがえ，授業後も主体的な学びが継続していることがわか

る（図４）。

自分が今,一番育てたい心

道徳学びのプラン

１ １ 月 傍観者でいいのか １ １ 月 ふたつの心 １ ２月 富士山を誇る

８月 ＊私のルール我が家の約束事 ９月 山に来る資格がない

６月 トマトとメロン ８月 自分の性格が大嫌い！

７月 全てがリオでかみ合った ２月 木箱の中の鉛筆たち

１ ０月 ものづくり ３月 どうせ無理という言葉に負けない

１ ０月 その人が本当に望んでいること １ ０月 思いやりの日々

6月 朝市の「 おはようございます」

7月 短文投稿サイトに友達の悪口を書くと

９月 落語が教えてくれること

９月 選手に選ばれて １ ２月 ごみ箱をもっと増やして

９月 席替え

７月 町内会デビュー 7月 本が泣いています

１ 月 新しいプライド

１ １ 月 母はおしいれ

１ ０月 全校一を目指して

１ 月 ＊玉浦白菜

１ ２月 言葉の壁は日本舞踊で乗り越えた

２月 日本から来たおばさん

２月 いのちって何だろう ２月 決断！骨髄バンク移植第一号

３月 桜に集う人の思い

２月 火の島

１ ２月 銀色のシャープペンシル

玉中生に大切にしてほしい心

自分から
積極的に
行動しよ
うとする
心

目標達成
に向け
て， 自分
をのばそ
うとする
心

粘り強く
取り組も
うとする
心

色々な考
えを受け
入れ， 自
分の考え
を広げよ
うとする
心

  １年（　　）組（　　）番

名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

と＊があるものは振り返りカードに振り返りを書く予定です

節度、 節制　 （ 安全で健康な生活）

中学生の心を育てる２ ２ 個の（ ポイ ント ）

A
自分自身
に関する
こと

自主自律、 自由と責任　 （ 自ら考え、 責任もつ）

向上心、 個性の伸長

B
人との関
わりに関
すること

思いやり、 感謝

希望と勇気、 克己と強い意志

礼儀

真理の探究、 創造（ 探究し， 新しいものを生み出そうとする）

友情、 信頼

相互理解、 寛容（ 認め合う心）

社会参画、 公共の精神（ 社会や公共のために役立つ）

C
集団や社
会との関
わりに関
すること

遵法精神、 公徳心（ 法や決まり， 権利と義務）

公平、 公正、 社会正義（ 差別や偏見のない態度で）

勤労（ 働くことの尊さ）

家族愛、 家庭生活の充実（ 家族の幸せのために）

よりよい学校生活、 集団生活の向上

郷土の伝統と文化の尊重、 郷土を愛する心

我が国の伝統と文化の尊重、 国を愛する態度

国際理解、 国際貢献

D
生命や自
然， 崇高
なものと
の関わり
に関する
こと

生命の尊さ

自然愛護

よりよく生きる喜び

感動、 畏敬の念（ 美しいものや気高いもの）
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図４ 授業以降の生徒の考えの変容 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

今年度は，感染症対策で行事の削減や総合的な学習の時間の内容を一部変更して行うことになり，関連

付けて指導できなくなってしまったものもあったが，カリキュラムを基に作成した「学びのプラン」，「道

徳ノート」，及び「振り返りカード」を用いた指導は，主体的な学びに有効な手立てであった。 

 
３．「郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度」に関する自作教材の開発と実践 

「郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度」に関する教科書の教材は，主人公が実際に伝統芸能に関わ

った話から，「あなたはどのように地域の伝統と関わっていきますか。」等の発問をする授業デザインが示さ

れているものが多い。この内容項目は，所属校において４つの課題解決に向けて設定した６つの重点項目と

関連が深く，震災からの復興を目指している地域である点から，自分事として主体的に考えることのできる

教材選択の必要性を感じ，所属校の地域を題材とした自作教材を３点作成した。そのうち実際に指導した「川

村孫兵衛と玉浦」，「震災からの復興と玉浦白菜」の授業デザインと教材，生徒の振り返りそれぞれを以下に

示した。 

 
【資料２】自作教材「川村孫兵衛と玉浦」授業デザイン  

時間         主な発問と予想される生徒の反応     留意点 

導 

入 

１．昇降口に展示されている玉浦地区沿岸部の地層標本から玉浦を過去の様子

をイメージさせる。 

２．アンケート結果の提示 
 ○玉浦の歴史（どうやって作り上げられてきたか，昔のようす風習，農産物，人物） 

に関心がありますか。        

とてもある：1 名  ある：8 名  あまりない：12名  まったくない：6名 

○郷土や地域への関心が薄い現状を把握させる。 

  1．地域のためになる活動に参加したことがありますか。 

     ある：9 名   ない：18 名 

  ２．将来の玉浦をイメージしたり考えたりしたことがありますか。 

     ある：３名   ない：24 名 

３．学習課題の提示 

 

 

・3 回の大きな津波があり，水田

耕作のため慶長津波の堆積物が

薄いことにふれ，過去にも人々の

手で復興してきたことを知る。 

・小学校で玉浦の文化や歴史に

ついて調べたことはないか確認

する。その時に郷土の文化を大切

にしなくてはいけないと思った

はずだが，実際は関心が低いとい

う事実を示す。 

 

 

 

・ノートに学習課題を書かせる。 

展

開 

 
 

 

 

 

４．範読 

 

 

 

 

 

５． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・学級を孫兵衛の立場で考える

生徒と村人の立場で考える生徒

に分けて，ノートに考えを整理さ

せる。 

・全体で共有し，孫兵衛や住民の

気持ちを整理する。 

・両者とも自分のことだけでは

教材名：町内会デビュー （社会参画，公共の精神） 

（授業後） 

ボランティアをすることによって，自分の成長につながるこ

ともある。面倒くさいと感じることもあるかもしれないが，

ボランティアはたくさんの人を助けることができるものだ

と思う。 

教材名：すべてはリオでかみ合った（希望と勇気，克己と強い意志） 

（授業後） 

私は目標を達成するにはまずは挑戦することだが大切だと思いま

した。色々な挑戦をしてから自分に合った練習方法や続けられる

練習をすることで目標が達成されるのだと思いました。 

（振り返りカード） 

山縣選手が成功したのは，自分に合ったやり方を見つけることが

できたからだと思いました。自分のやり方を見つけられないま

ま，テストの日がきてしまったので，次回は，自分のやり方を見

つけテストに臨みたいです。 

（振り返りカード） 

年齢が違う者同士が地域での取り組みを大切にすること

で，地域の交流を深め，自分もその地域の仲間になること

ができるので地域との関わりが大切だと思いました。 

（学期の振り返り） 

ボランティアや町内会の活動は，地域や周りとの関係をつ

くるもので，何かで協力し合い，地域一帯で周りとの関係

を深め合うこと活動が必要だと思いました。 

（学期の振り返り） 

自分のやり方で前に進んでいく山縣選手のように，自分のやり方

で自分を成長させることが簡単そうで難しいことがわかりまし

た。私も自分のやり方で学習や部活等で少しずつ自分を成長させ

ていきたいです。 

学級活動（定期考査の学習計画），定期考査 

総合的な学習（防災に関する地区生徒会） 

学習課題 川村孫兵衛や玉浦の先人達の郷土にこめた思いについて考えよう。 

発問：孫兵衛や村人達はどんな思いで事業に関わっていたのだろう。 

指導の観点 
孫兵衛が村人に寄り添い，村人には地域の一員としての自覚が芽生え，両者が一体となって地域が形成され
ていったことを理解させる。（道徳的価値・判断力） 
 

村人の立場で考える場合の視点 

１）村人は孫兵衛がやってきて掘工事を始

めたのを見てどう思っただろう。 

・ここを知らない人に何ができるのか。 

 

孫兵衛の立場で考える場合の視点 

１）孫兵衛は早股の地を与えられた時，

どんなことを考えていただろう。 

・自分の力が試したい 

 
- 265 -



図４ 授業以降の生徒の考えの変容 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

今年度は，感染症対策で行事の削減や総合的な学習の時間の内容を一部変更して行うことになり，関連

付けて指導できなくなってしまったものもあったが，カリキュラムを基に作成した「学びのプラン」，「道

徳ノート」，及び「振り返りカード」を用いた指導は，主体的な学びに有効な手立てであった。 

 
３．「郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度」に関する自作教材の開発と実践 

「郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度」に関する教科書の教材は，主人公が実際に伝統芸能に関わ

った話から，「あなたはどのように地域の伝統と関わっていきますか。」等の発問をする授業デザインが示さ

れているものが多い。この内容項目は，所属校において４つの課題解決に向けて設定した６つの重点項目と

関連が深く，震災からの復興を目指している地域である点から，自分事として主体的に考えることのできる

教材選択の必要性を感じ，所属校の地域を題材とした自作教材を３点作成した。そのうち実際に指導した「川

村孫兵衛と玉浦」，「震災からの復興と玉浦白菜」の授業デザインと教材，生徒の振り返りそれぞれを以下に

示した。 

 
【資料２】自作教材「川村孫兵衛と玉浦」授業デザイン  

時間         主な発問と予想される生徒の反応     留意点 

導 

入 

１．昇降口に展示されている玉浦地区沿岸部の地層標本から玉浦を過去の様子

をイメージさせる。 

２．アンケート結果の提示 
 ○玉浦の歴史（どうやって作り上げられてきたか，昔のようす風習，農産物，人物） 

に関心がありますか。        

とてもある：1 名  ある：8 名  あまりない：12名  まったくない：6名 

○郷土や地域への関心が薄い現状を把握させる。 

  1．地域のためになる活動に参加したことがありますか。 

     ある：9 名   ない：18 名 

  ２．将来の玉浦をイメージしたり考えたりしたことがありますか。 

     ある：３名   ない：24 名 

３．学習課題の提示 

 

 

・3 回の大きな津波があり，水田

耕作のため慶長津波の堆積物が

薄いことにふれ，過去にも人々の

手で復興してきたことを知る。 

・小学校で玉浦の文化や歴史に

ついて調べたことはないか確認

する。その時に郷土の文化を大切

にしなくてはいけないと思った

はずだが，実際は関心が低いとい

う事実を示す。 

 

 

 

・ノートに学習課題を書かせる。 

展

開 

 
 

 

 

 

４．範読 

 

 

 

 

 

５． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・学級を孫兵衛の立場で考える

生徒と村人の立場で考える生徒

に分けて，ノートに考えを整理さ

せる。 

・全体で共有し，孫兵衛や住民の

気持ちを整理する。 

・両者とも自分のことだけでは

教材名：町内会デビュー （社会参画，公共の精神） 

（授業後） 

ボランティアをすることによって，自分の成長につながるこ

ともある。面倒くさいと感じることもあるかもしれないが，

ボランティアはたくさんの人を助けることができるものだ

と思う。 

教材名：すべてはリオでかみ合った（希望と勇気，克己と強い意志） 

（授業後） 

私は目標を達成するにはまずは挑戦することだが大切だと思いま

した。色々な挑戦をしてから自分に合った練習方法や続けられる

練習をすることで目標が達成されるのだと思いました。 

（振り返りカード） 

山縣選手が成功したのは，自分に合ったやり方を見つけることが

できたからだと思いました。自分のやり方を見つけられないま

ま，テストの日がきてしまったので，次回は，自分のやり方を見

つけテストに臨みたいです。 

（振り返りカード） 

年齢が違う者同士が地域での取り組みを大切にすること

で，地域の交流を深め，自分もその地域の仲間になること

ができるので地域との関わりが大切だと思いました。 

（学期の振り返り） 

ボランティアや町内会の活動は，地域や周りとの関係をつ

くるもので，何かで協力し合い，地域一帯で周りとの関係

を深め合うこと活動が必要だと思いました。 

（学期の振り返り） 

自分のやり方で前に進んでいく山縣選手のように，自分のやり方

で自分を成長させることが簡単そうで難しいことがわかりまし

た。私も自分のやり方で学習や部活等で少しずつ自分を成長させ

ていきたいです。 

学級活動（定期考査の学習計画），定期考査 

総合的な学習（防災に関する地区生徒会） 

学習課題 川村孫兵衛や玉浦の先人達の郷土にこめた思いについて考えよう。 

発問：孫兵衛や村人達はどんな思いで事業に関わっていたのだろう。 

指導の観点 
孫兵衛が村人に寄り添い，村人には地域の一員としての自覚が芽生え，両者が一体となって地域が形成され
ていったことを理解させる。（道徳的価値・判断力） 
 

村人の立場で考える場合の視点 

１）村人は孫兵衛がやってきて掘工事を始

めたのを見てどう思っただろう。 

・ここを知らない人に何ができるのか。 

 

孫兵衛の立場で考える場合の視点 

１）孫兵衛は早股の地を与えられた時，

どんなことを考えていただろう。 

・自分の力が試したい 

 

 

なく，相手や村全体のことを考え

るようになったことに気づかせ

たい。  

・ペアで話しをさせ，ノートに記

入させる。 

・全体で共有する。 

・補助発問を加えながら，うまく

いかないことやつらいことがあ

っても，互いに尊敬し合い，両者

の思いが１つとなり事業が進め

られていったことに気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・当時の画像や新聞記事をＩＣ

Ｔで示す。 

 

 

 
・全体で共有する。 

・東日本大震災からいち早く復

興できたのも，外部の人や住民の

努力によるものであることを確

認する。 

 

 

 

 

 

 
 

・ノートに自分の考えを書かせ

る。 

・感謝の思いや尊敬の念を抱く

だけで終わらせていいのかと問

い返し，考えを深めさせる。 

・全体で共有する。 

・地域の活動に参加すると答え

た生徒や具体的な活動を答えた

生徒にはどうしてそのような行

動が必要と思ったのか問い返す。 

６． 

 

 ・自分の役割を自覚して取り組んだから。 

 ・自分達の村であるという思いが強くなったから。 

・互いに信頼関係をもって取り組んだから。 

 ・それぞれに自分のために頑張ってくれた村人，自分達の住む村を何とかし

たいという思いが生まれたから。 

 

 

 

 

 

７．東日本大震災時にもたくさんのボランティアと地域の人の努力があってい

ち早く復興が進んでいったことを確認する。 

８．  

 

 

・そういう人達がいなかったら今の生活はないのかな。   

・自分達だけでは復興できなかったのかもしれない。 

・外部の人が自分たちのことを思ってくれたのはうれしい。 

・先人の努力があって今の玉浦があるのだな。   

 

 

 

 

 

 

９．  

 

・先人達が築いてきたものを大切にする。 

・感謝の気持ちをもって生活する。 

・自分ができることを探していく。 

・地域のことにもっと関心をもつ。 

終

末 

１０．振り返りを記入させる。 

１１．教師によるまとめ ＊地層から津波や開墾の事実は読み取れても，人々

の思いまでを読み取ることはできないが，今日のよ

うに先人達に思いを馳せ，これからは自分達が地域

の発展に関わろうとする意識をもつことが必要があ

ることを話した。 

・時間が足りない場合は，家庭で

の課題とする。 

 

 

（生徒の振り返り） 

・玉浦の歴史についてあまり興味がなかったけど，孫兵衛や先人がお互いに信頼していたからできたことだと思いました。ま

た，この思いや努力のあかしを風化させてはいけないと思いました。 

・今ある生活もすべてこの方の努力のおかげかと思うと感謝しかないです。その努力に応えられるようにしていくのが私の使

命だと思うので，できる限りのことをしたい。 

・今日の話を読んで，玉浦の人はすごい思ったし，人々 の思いを考えることができてよかった。今日分かったことや考えたこ

とをたくさんの人に知ってもらい，玉浦の土地を大切にしていきたいと思いました。 

 

発問：どうして工事や製塩事業（復興）が順調に進んでいったのだろう。 

指導の観点 
玉浦地区は昔から地域住民の努力と，孫兵衛やボランティアのような人たちの支援により復興，発展して
きたことに尊敬の念を抱かせる。（道徳的心情） 

発問：このように復興に関わってきた外部の人々や先人がいるというこ
とをどう思いますか。 

 

指導の観点 
自分達の住む玉浦地区のことに関心をもたせるとともに，郷土である玉浦を思う気持ちや関わっていこう
とする意欲を高める。（道徳的実践意欲や態度） 

発問：玉浦に関わりのある先人の想いにどう応えていけばいいだろう。 
 

・勝手に進めないでほしい 

・どうなるのだろう（期待，不安） 

２）震災後，塩作りにどんな思いで関わ

ったのだろう。 

・農耕ができないのはつらいが何とかし

なければ。 

・孫兵衛を信頼してついていけば大丈

夫。 

・自分たちにできることをしたい。 

・楽しみ 

・政宗にいいところを見せたい 

・住民に受け入れられるだろうか 

２）孫兵衛は慶長津波で被害を受けた後，

どんな思いで塩作りを始めたのだろう。 

・今まで掘削を頑張ってくれた住民をな

んとか助けたい。 

・この地を復興させたい。 

・この地域のためになりたい。 
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石巻市日和山ある川村孫兵衛像 2021．1撮影 

【
資
料
３
】
自
作
教
材
「
川
村
孫
兵
衛
と
玉
浦
」 

 

「
川
村
孫
兵
衛
と
玉
浦
」 

川
村
孫
兵
衛
重
吉
は
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
，
長
州
（
現
在
の
山
口
県
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
孫
兵
衛
が
仙

台
に
や
っ
て
き
た
の
は
，
二
十
代
の
半
ば
の
こ
ろ
で
し
た
。
若
い
頃
か
ら
土
木
，
植
林
，
製
塩
等
の
仕
事
に
関
わ

り
，
い
つ
か
そ
の
知
識
と
技
術
を
人
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
，
仙
台
藩

主
の
伊
達
政
宗
に
認
め
ら
れ
，
政
宗
か
ら
「
五
百
石
で
家
臣
に
な
ら
な
い
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
が
，
孫
兵

衛
は
「
田
の
代
わ
り
に
荒
れ
地
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
希
望
し
，
名
取
郡
早
股
村
（
現
在
の
岩
沼
市
玉
浦
）
の
湿

地
帯
を
も
ら
い
ま
し
た
。
孫
兵
衛
は
，
早
股
村
付
近
の
海
岸
線
に
あ
る
沼
地
の
水
を
阿
武
隈
川
に
排
水
で
き
れ

ば
，
広
い
田
畑
を
作
れ
る
と
考
え
ま
し
た
。
自
分
の
技
術
を
試

す
の
に
は
格
好
の
土
地
で
あ
っ
た
の
で
す
。
孫
兵
衛
が
そ
の
こ

と
を
政
宗
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
，
水
を
名
取
川
に
も
流
し
，
沼

地
一
体
を
掘
で
つ
な
ぐ
こ
と
，
そ
し
て
そ
の
堀
を
，
木
材
の
運

搬
に
使
え
る
堀
に
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
政
宗

は
以
前
か
ら
仙
台
城
を
築
城
し
，
城
下
町
を
つ
く
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
，
大
量
の
木
材
，
そ
の
他
の
物

資
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
，
領
域
南
部
（
阿
武
隈
川
や
白
石
川
流
域
や
亘
理
郡
）
か
ら
木
材
等

を
仙
台
へ
運
び
込
む
た
め
に
は
，
阿
武
隈
川
の
河
口
ま
で
川
舟
で
運
び
，
川
舟
か
ら
外
洋
船
に

積
み
か
え
て
，
海
に
出
て
名
取
川
河
口
の
閖
上
ま
で
行
き
，
再
び
川
舟
に
積
み
替
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
は
手
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
し
，
海
は
波
風
が
激
し
く
船
が
難
破

す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
す
。 

  

堀
の
工
事
に
は
，
近
く
に
住
む
百
姓
や
一
家
か
ら
一
名
ず
つ
男
子
が
借
り
だ
さ
れ
，
午
前
六
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
間
，
働
き
通
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
家
の
仕
事
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
百
姓
に
と
っ
て
は
，
と
て
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
孫
兵
衛
は
，
百
姓

た
ち
に
「
堀
は
木
材
を
流
す
た
め
だ
け
に
使
う
の
で
は
な
い
。
沼
地
の
水
を
こ
の
掘
に
流
せ
ば
，
そ
こ
に
田
畑
が
作
れ
る
ぞ
。」
と
言
っ
て
励
ま
し
た

り
，
自
分
の
家
の
風
呂
に
入
れ
さ
せ
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。
い
つ
し
か
百
姓
た
ち
は
，
孫
兵
衛
を
「
お
奉
行
様
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
孫
兵
衛
の
噂
を
聞
い
て
い
た
仙
台
城
下
で
同
じ
く
堀
の
工
事
に
関
わ
っ
て
い
た
御
小
人
（
城
の
清
掃
や
土
木
を
担
当
す
る
役
職
）
が
孫
兵
衛
の

も
と
で
働
き
た
い
と
逃
げ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
日
，
土
地
の
こ
と
を
よ
く
知
る
百
姓
た
ち
か
ら
，「
こ
の
あ
た
り
の
土
は
し
ょ
っ
ぱ
い

の
で
，
何
を
植
え
て
も
育
ち
ま
せ
ぬ
。」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
孫
兵
衛
は
，
百
姓
た
ち
の
考
え
を
聞
き
流
さ
ず
に
，
近

く
の
井
戸
を
調
査
し
，
海
沿
い
に
作
っ
た
堀
が
，
海
水
が
陸
地
に
し
み
だ
す
こ
と
を
防
ぎ
，
防
波
堤
の
代
わ
り
に
な
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
も
あ
り
，
孫
兵
衛
の
仕
事
は
，
百
姓
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
，
百
姓
た
ち
も
一
生
懸
命
に
働

き
，
堀
の
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
っ
た
の
で
し
た
。
こ
う
し
て
完
成
し
た
運
河
が
木
曳
堀
（
岩
沼
か
ら
後
に
石
巻
ま
で
つ
な
げ
ら
れ
た
貞
山
掘
の

一
部
）
で
す
。
こ
の
長
さ
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
，
幅
七
～
十
三
メ
ー
ト
ル
の
「
水
の
高
速
道
路
」（
木
曳
堀
）
の
完
成
に
よ
り
，
慶
長
六
年
（
一
六
〇

一
）
か
ら
は
じ
ま
っ
た
仙
台
城
の
築
城
と
城
下
町
建
設
で
し
た
が
，
三
年
後
の
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
八
月
に
は
ほ
ぼ
城
が
完
成
し
，
武
士
の
者

す
べ
て
が
城
下
町
に
移
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

孫
兵
衛
は
，
そ
の
後
も
北
上
川
の
整
備
や
新
田
開
発
な
ど
多
く
の
事
業
を
や
り
と
げ
て
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
，
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
十

月
，
巨
大
地
震
が
起
こ
り
，
津
波
に
よ
り
仙
台
藩
領
内
で
も
多
く
の
人
が
溺
死
し
て
し
ま
う
と
い
う
出
来
事
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
孫
兵
衛
の

住
む
早
股
の
村
は
一
軒
も
残
ら
ず
流
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
孫
兵
衛
は
城
下
町
に
出
か
け
て
お
り
，
家
族
も
岩
沼
の
宿
場
ま
で
逃
げ
て
無
事
で
し

た
が
，
孫
兵
衛
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
工
事
の
図
面
や
測
量
の
記
録
が
す
べ
て
流
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
以
降
，
孫
兵
衛
は
，
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
事
業
に
加
え
て
，
震
災
復
興
に
そ
の
才
能
を
発
揮
し
ま
す
。
孫
兵
衛
は
同
じ
長
州
出
身
の
伊
藤
三
郎
左
衛
門
の
協
力
を
も
ら
い
，
塩

田
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
は
じ
め
に
海
水
を
ひ
き
こ
む
水
路
を
作
り
，
砂
地
に
し
み
こ
ま
せ
ま
す
。
さ
ら
に
，
水
分
が
蒸
発
し
塩
分
が
付
着
し
た

砂
を
集
め
，
海
水
を
か
け
て
高
濃
度
の
塩
水
を
作
り
，
釜
で
煮
詰
め
て
塩
を
作
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
，
津
波
で
被

災
し
た
土
地
は
地
中
に
残
る
塩
の
せ
い
で
農
業
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
孫
兵
衛
や
伊
藤
三
郎
左
衛
門
の
塩
づ
く
り
に
よ
る
復
興
は
，
自
然
災
害
に
よ

る
被
害
を
，
そ
の
地
域
の
産
業
に
変
え
て
し
ま
う
と
い
う
逆
転
の
発
想
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
塩
害
に
苦
し
む
被
災
地
で
塩
を
生
産
す
る
こ
と
に
よ

り
，
仙
台
藩
の
繁
栄
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
塩
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
地
域
は
，
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
再
び
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
，
岩
沼
市
玉
浦
地
区
の
「
相
野
釜
」

や
「
長
谷
釜
」
と
い
う
地
名
は
孫
兵
衛
が
塩
づ
く
り
事
業
を
伝
え
た
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

後
に
息
子
の
川
村
孫
兵
衛
元
吉
は
，
木
曳
堀
に
沿
っ
て
潮
害
を
防
ぐ
た
め
ク
ロ
マ
ツ
を
植
樹
し
ま
し

た
。
マ
ツ
を
育
て
る
に
は
間
伐
作
業
や
落
葉
や
枯
れ
枝
の
除
去
等
人
の
手
に
よ
る
管
理
が
必
要
で
し
た
。

地
域
の
人
々
は
積
極
的
に
そ
の
管
理
に
関
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
，
マ
ツ
は
他
の
植
物
に
比
べ
，
脂
（
松

脂
）
を
含
ん
で
い
る
た
め
に
よ
く
燃
え
る
の
で
，
人
々
の
生
活
や
釜
で
煮
詰
め
て
塩
を
作
る
時
の
燃
料

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
ロ
マ
ツ
の
植
樹
は
潮
害
か
ら
田
畑
を
守
る
防
災
事
業
で
あ

る
と
と
も
に
，
父
が
始
め
た
塩
づ
く
り
に
役
立
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
川
村
孫
兵
衛
親
子
が
行
っ
た

事
業
は
，
防
災
と
復
興
，
そ
し
て
玉
浦
地
区
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
岩沼・名取市沿岸部において

「釜」の文字が残されている 

地名があることを地図で示し

た。 

 
 
 
 
貞山運河の位置を地図で示
した。 
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【資料４】自作教材「震災からの復興と玉浦白菜」 授業デザイン 

ねらい 地域の伝統野菜を通して，復興や地域の活性化を目指してきた八巻さんの思いについて考えること

で，地域で大切にされてきたものが秘めている力を知り，それらを大切にしていこうとする態度を育

てる。 

【道徳的価値・判断力】 

地域に受け継がれてきたものが秘めた力やそれらを大切にする意義がわかる。 

【道徳的心情】 

地域の伝統野菜を大切にして，感謝の気持ちや希望を与えたいと考えている八巻さんの姿勢に心が動く。 

【道徳的実践意欲・態度】 

地域の一員として，受け継がれてきたもののよさに関心をもち，大切にしていこうとするとともに，それ

らを大切にしてきた人に尊敬の気持ちをもつ。 

 

 

 

時間         主な発問と予想される生徒の反応  ◎中心発問  ○発問  ・補助発問 

導入 ①地域の伝統のもので知っているものをあげましょう。 

・仙台七夕  ・はらこ飯   ・竹駒神社の祭り 等 

②発問：七夕はどうして伝統として受け継がれているのでしょう。 

・楽しい   ・交流ができる  ・（わからない） 

③学習課題の提示 学習課題 地域の伝統について考えよう。 

展開 ③範読   

④発問 

〇震災後，どんな思いで初めての作付けをしたの？  

◎八巻さんは白菜を伝統野菜として大切な存在として扱い始めたのはいつだろう？どうしてその時

点で白菜を大切にしようと思ったの？ 

震災前の答えに対して 

・どうして震災前もマイナスが多い品種なのに育てていたの？ 

・震災後に白菜に対するとらえは変わった? 

実った後という考えに対して） 

・同等のものが育ったから大切な存在になったの？もし白菜が育ってなかったら，八巻さんは栽培を

やめたのかな？ 

・では震災前は白菜のことをどう思っていたの？伝統としてはとらえてなかったの？ 

〇栽培が減ってしまった（八巻さんもただの白菜としかとらえていなかったかもしれない）のに「伝

統」野菜とされ続けているのはどうしただろう。 

・どういうものが伝統となるの？  

・誰が伝統にするの？白菜の力？地域の力？昔の人，今の人？ 

・八巻さんはサポートしたり後継者を育成したりしているの？ 

・伝統を大切にすることのよさは何だろう。 

終末 ・今日の授業で考えたことを書きましょう。 

（生徒の振り返り） 

・伝統とは，長い間途切れることなく皆に愛されているもののことだと思いました。私たちも小学校の頃に種から玉浦白菜を

育てたことがあったので，地域の伝統をつないでいく人の1人になれたのだと改めて実感しました。給食でも残さず大切に

食べたいと思います。 

・伝統は地域の発展にもつながるけど，それ以上に人と人のつながりができることが伝統のよさだと思います。作る人と消費

する人，白菜作りを教える人と教わる人，笑顔にする人となる人，そのようなつながりを伝統品がつないでくれているのか

なと思いました。 

・温故知新という言葉がありますが，その言葉の通り，伝統を受け継ぎその中に良さを見つけることが，新しいものをつくる

ことにもつながると思うので，そこが伝統を大切にするよさかなと思いました。 

・何か災害が起きてからの希望ではなく，日頃から大切な伝統を絶やさないようにしていかなければならないと思いました。

今後はただ大切に思うだけではなく，どのように大切にしていくのか考えながら伝統と関わっていきたいです。 
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【
資
料
５
】
自
作
教
材
「
震
災
か
ら
の
復
興
と
玉
浦
白
菜
」 

 

 

「
震
災
か
ら
の
復
興
と
玉
浦
白
菜
」 

大
正
時
代
以
前
，
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
白
菜
は
結
球
（
葉
が
重
な
り
合
っ
て
球
状
に
な
る
こ
と
）

し
に
く
い
も
の
で
し
た
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
日
清
戦
争
に
従
軍
し
た
兵
士
が
中
国
か
ら
結
球

す
る
白
菜
の
種
子
を
持
ち
帰
り
，
宮
城
県
農
学
校
（
現
宮
城
県
農
業
高
校
）
に
寄
贈
，
教
諭
だ
っ
た
沼
倉

吉
兵
衛
が
二
十
年
を
か
け
て
結
球
す
る
新
し
い
品
種
と
し
て
「
仙
台
白
菜
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
し
か

し
白
菜
は
，
近
い
品
種
の
花
粉
で
受
粉
し
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
，
松
島
沿
岸

の
馬
放
島
（
現
七
ヶ
浜
）
に
移
植
さ
れ
，
種
子
の
採
取
に
も
成
功
し
ま
し
た
。
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一

年
）
，
玉
浦
村
の
地
主
で
県
議
会
議
員
だ
っ
た
安
久
津
庄
二
郎
が
茶
碗
一
杯
分
の
種
子
を
入
手
し
て
農
家

に
栽
培
を
依
頼
し
ま
し
た
。
安
久
津
は
，
土
地
が
肥
え
て
い
て
農
作
物
が
育
ち
や
す
い
こ
と
か
ら
，
江
戸

時
代
か
ら
米
・
藍
・
紅
花
な
ど
の
多
種
多
様
な
農
作
物
が
生
産
さ
れ
て
い
た
玉
浦
の
土
壌
に
注
目
し
，
新

た
な
玉
浦
の
特
産
物
を
作
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。
玉
浦
の
農
家
の
人
び
と
は
安
久
津
の
考
え
を
受
け
入

れ
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
，
玉
浦
の
土
壌
で
白
菜
は
見
事
に
結
球
し
，
「
玉
浦
白
菜
」
と
し
て
出

荷
さ
れ
，
東
京
の
中
央
青
果
市
場
を
独
占
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
玉
浦
白
菜
は
昭
和
初
期
に
最
盛
期
を
迎
え

ま
し
た
が
，
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
頃
か
ら
は
長
野
県
な
ど
の
有
力
な
競
争
相
手
が
現
れ
，
戦
時
中

に
交
雑
で
品
種
が
劣
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
，
作
付
面
積
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
戦
後
再
び

回
復
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
，
東
京
近
郊
で
も
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
と
，
米
の
出
荷
時
期
と

重
な
る
た
め
に
東
京
へ
の
出
荷
が
見
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
，
傷
つ
き
や
す
く
，
栽
培
が

難
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
玉
浦
地
区
で
の
栽
培
も
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

 

 

玉
浦
で
「
や
さ
い
工
房
八
巻
」
を
営
む
八
巻
文
彦
さ
ん
は
，
東
日
本
大
震
災
の
大
き
な
地
震
と
津
波
で
，

百
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
畑
が
全
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
震
災
後
，
農
業
を
や
め
よ
う
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
ど
こ
か
ら
手
を
付
け
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
程
，
当
時
は
自
分
の
田
畑
に
が
れ
き
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
，
八
巻
さ
ん
は
震
災
以
前
か
ら
つ
な
が
り
の
あ
る
人
や
，
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

助
け
を
借
り
て
が
れ
き
を
取
り
除
き
，
従
業
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
た
人
々
か
ら
励
ま
さ
れ
て
再
び
農 

業
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
津
波
に
よ
り
海
水
に
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
畑
の
除
塩
は
雨
水
に
頼
り
， 

水
田

は
何
度
も
何
度
も
水
を
入
れ
替
え
る
こ
と
で
除
塩
を
で
き
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
，
岩
沼
に
は
農
業
用
水
路
が
な
く
，
地
下
水
を
く
み

上
げ
て
水
田
に
入
れ
て
稲
作
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
水
田
は
，「
陸
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
陸
田
で
は
，
東
日

本
大
震
災
の
地
震
と
津
波
の
影
響
で
，
地
下
水
が
塩
水
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
当
然
稲
作
は
不
向
き
で
す
。
し
か
し
，
そ

の
ま
ま
こ
の
土
地
を
荒
地
に
し
た
く
な
い
。
そ
う
考
え
た
八
巻
さ
ん
は
，
震
災
前
に
病
気
に
弱
く
重
量
野
菜
で
あ
る
こ
と
か
ら
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
，

八
巻
さ
ん
も
震
災
前
に
は
少
量
し
か
栽
培
し
て
い
な
か
っ
た
玉
浦
白
菜
を
作
付
け
し
て
み
た
の
で
す
。
す
る
と
，
白
菜
は
す
く
す
く
育
ち
，
津
波
浸

水
被
害
前
と
ほ
ぼ
同
等
の
白
菜
が
収
穫
で
き
た
の
で
す
。
そ
こ
で
，
八
巻
さ
ん
は
，
玉
浦
白
菜
で
地
域
の
今
後
の
農
業
に
希
望
を
も
た
せ
た
い
と
考

え
，
「
岩
沼
園
芸
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
，
「
み
や
ぎ
岩
沼
は
く
さ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
，
農
地
の
復
活
を
目
指
し
ま
し
た
。
八
巻

さ
ん
達
は
，
歴
史
あ
る
白
菜
を
復
活
さ
せ
，
農
業
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
ま
し
た
。 

 

八
巻
さ
ん
は
玉
浦
白
菜
を
「
生
き
た
文
化
財
」
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
こ
の
「
生
き
た
文
化
財
」
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
，
八
巻
さ
ん
は
，
白
菜
を
作
り
た
い
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
，
若
者
に
も
夢
の
あ
る
農
業
を
提
案
し
後

継
者
を
育
成
し
た
り
す
る
な
ど
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
，
地
域
の
人
々
に
こ
の
白
菜
の
存
在
，
特
徴
に

も
っ
と
関
心
を
も
ち
，
消
費
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
，
玉
浦
白
菜
に
合
う
レ
シ
ピ
の
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催

し
ま
し
た
。
ま
ず
は
地
元
で
消
費
を
広
げ
，
昭
和
初
期
の
頃
の
よ
う
に
再
び
消
費
を
全
国
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
，

「
全
国
の
こ
れ
ま
で
復
興
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
に
感
謝
の
思
い
を
伝
え
る
と
と
も
に
，
困
難
と
向
き
合
っ
て

い
る
人
々
に
希
望
を
与
え
た
い
」
と
・
・
・ 

八
巻
さ
ん
の
元
へ
は
，
こ
れ
ま
で
五
千
人
近
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
白
菜
の
苗
を
植
え

る
作
業
に
も
関
東
地
方
か
ら
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま
し
た
。
「
皆
の
顔
を
思
い
出
す
と
，
震
災
は

悪
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
思
う
。
つ
な
が
り
や
新
た
な
出
会
い
が
あ
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
。
こ
れ
ば
っ

か
り
は
お
金
で
買
え
る
も
の
じ
ゃ
な
い
も
の
ね
。」
と
八
巻
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
，

八
巻
さ
ん
は
，
玉
浦
白
菜
で
日
本
中
に
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
続
け
て
い
ま
す
。
玉
浦
白
菜
は
八
巻
さ
ん
だ

け
で
な
く
，
こ
の
玉
浦
地
区
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
存
在
で
す
。 

       

玉浦白菜出荷絵馬（長谷釜神明社蔵） 

  出典：岩沼市史１０ 特別編Ⅱ 

阿久津庄二郎  
出典 こども岩沼市史 

白菜を収穫する八巻さん 
（本人より提供）  
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